
1１－Ａ（１部選別）

　〇　犬が第１遺留物品を発見しポイント姿勢を示したら、審査員の指示により、速やかに犬のもとに
　　行き（このとき犬に待てを命じてもよい。）、遺留物品を審査員に提示する。再び第１遺留物品の
　　あった地点から指導手は「捜せ」等の命令を掛け、犬に方向を示すことなく追及させる。犬が最終
　　遺留物品を発見しポイント姿勢を示したら、審査員の指示により、速やかに犬のもとに行き（この
　　とき犬に待てを命じてもよい。）、遺留物品を審査員に提示する。審査員に計２個の遺留物品を提
　　出して終了とする。
　〇　声視符の使用は、出発時、途中での遺留物品の発見時、再出発時及び最終遺留物品の発見時だけ
　　とする。　

１－Ａ（１部選別）

称号
　チャンピオングループ：得点９５．０点以上、リザーブチャンピオン：得点９４．９～９０．０点

［１００点満点］

実施要領
　日本訓練チャンピオン決定競技会に準ずる。

１－Ｂ（１部警戒）

称号
　チャンピオングループ：得点９５．０点以上、リザーブチャンピオン：得点９４．９～９０．０点

科目、配点［１００点満点］
Ａ　服従作業（５０点）
　科目１　紐無脚側行進①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
　科目２　紐無脚側行進②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
　科目３　常歩行進中の停座及び招呼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
　科目４　速歩行進中の立止から遠隔指導による停座、伏臥、立止及び招呼　　　　　（７点）
　科目５　高所立止及び招呼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６点）
　科目６　幅跳び飛越及びトンネル内ほふく前進　　　　　　　　　　　　　　　　　（６点）
　科目７　高さ１ｍの障害飛越を伴う６５０ｇのダンベル持来　　　　　　　　　　　（５点）
　科目８　高さ１．８ｍの板壁登攀を伴う６５０ｇのダンベル持来　　　　　　　　　（５点）
　　　　（科目７、８は指導手所有のダンベルを使用する。）
　科目９　前進及び伏臥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７点）

Ｂ　警戒作業１（６箇所のパトロール）（２０点）
　科目１　パトロール　　　　　　（１０点）
　科目２　禁足咆哮　　　　　　　（禁足４点＋咆哮４点）
　科目３　身体検査及び監視　　　（２点）

Ｃ　警戒作業２（Ａ，Ｂ犯人襲撃及び護送）（３０点）
　科目１　Ａ犯人襲撃　　　　　（８点）
　科目２　Ａ犯人再襲撃　　　　（８点）
　科目３　Ａ犯人護送　　　　　（３点）
　科目４　Ｂ犯人襲撃　　　　　（８点）
　科目５　Ａ、Ｂ犯人護送　　　（３点）

実施要領
　日本訓練チャンピオン決定競技会に準ずる。


